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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月13日(2018.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　弾性を有し、電圧を印加することにより変形させられる第１の物質と、
　前記第１の物質よりも弾性率が高い第２の物質と、
　を含み、
　前記第２の物質は、一方向に沿って延び、かつ、前記一方向に交差する他方向に並んで
前記第１の物質の内部に配置されており、
　外力を受けて前記第１の物質が変形する場合に、前記第２の物質に前記変形が抑制され
ることによって、変形の異方性が発現する異方性エラストマー。
【請求項２】
　一方向と前記一方向に交差する他方向とのうち前記他方向に変形の異方性が発現する異
方性エラストマーであって、
　電圧を印加することによって変形させられる第１の物質と、
　前記第１の物質よりも弾性率が高い複数の第２の物質と、を備え、
　前記複数の第２の物質は、前記一方向に沿って長く、かつ前記他方向に分離して前記第
１の物質の内部にそれぞれ配置されている
　異方性エラストマー。
【請求項３】
　前記第１の物質の比誘電率は２～８である、
　請求項１または２に記載の異方性エラストマー。
【請求項４】
　前記第２の物質は、前記第１の物質と相分離し、少なくとも一部分において、前記第１
の物質とブロック共重合体を構成する樹脂を含む請求項１から３の何れか１項に記載の異
方性エラストマー。
【請求項５】
　前記樹脂は、結晶性を有する請求項４に記載の異方性エラストマー。
【請求項６】
　前記第１の物質の比誘電率が、前記第２の物質の比誘電率以下である請求項４または５
に記載の異方性エラストマー。
【請求項７】
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　前記第１の物質および前記第２の物質は、前記一方向に延伸された後に、アニール処理
される請求項４から６の何れか１項に記載の異方性エラストマー。
【請求項８】
　前記第２の物質は、前記第１の物質と相分離し、少なくとも一部分において、前記第１
の物質とブロック共重合体を構成する樹脂であり、
　前記アニール処理の温度は、前記樹脂のガラス転移温度より高い温度であって、前記第
１の物質の融点よりも低い温度である請求項７に記載の異方性エラストマー。
【請求項９】
　前記第１の物質は、エラストマーであり、前記第２の物質は、前記一方向に沿って配向
された異方性フィラーである請求項１から８のいずれか１項に記載の異方性エラストマー
。
【請求項１０】
　前記異方性フィラーは、金属繊維、ガラス繊維および樹脂繊維の少なくとも１つを含む
請求項９に記載の異方性エラストマー。
【請求項１１】
　前記異方性フィラーは、アラミド繊維を含む請求項９または１０に記載の異方性エラス
トマー。
【請求項１２】
　前記第１の物質の弾性率は、５ＭＰａ以下である請求項１から１１の何れか１項に記載
の異方性エラストマー。
【請求項１３】
　請求項１から１２の何れか１項に記載の異方性エラストマーと、
　前記異方性エラストマーに電圧を印加する電極と、を備える
　誘電エラストマーアクチュエータ。
【請求項１４】
　身体の動作を補助する補助用具であって、
　前記身体に取り付ける装着部と、
　請求項１３に記載の誘電エラストマーアクチュエータと、
　前記誘電エラストマーアクチュエータを前記装着部に取り付ける取付け部と、
　を備える補助用具。
【請求項１５】
　弾性を有し、電圧を印加することにより変形させられる第１の物質と、
　前記第１の物質よりも弾性率の高い第２の物質と、
　を含み、
　前記第１の物質および前記第２の物質とを一方向に延伸する段階と、
　前記第１の物質および前記第２の物質とをアニール処理する段階と、
　を含む、異方性エラストマーの製造方法。
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